
 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

特別支援学級の教育課程１）は、小学校、中学校学習

指導要領を原則として編成され、必要な場合は、特別

支援学校の学習指導要領を参考としながら、「特別の教

育課程」を編成することができる。 

埼玉県（令和元年３月）では、「埼玉県特別支援教育

教育課程編成要領」２）が作成され、各教科等の学びの

課題において考えられる困難さに対する指導の工夫の

意図や手立てを具体的に示すことの大切さが述べられ

ている。こうした中、各校では、「教育支援プランA・

B」といった一人一人のニーズに応じたきめ細かな支援

計画や全教科についての指導計画を作成し、授業カリ

キュラムの充実を図っている。 

しかし、体育科について鈴木ら３）は、運動の量や質

の不十分さ、準備や片付けの大変さ、学習計画の困難

さを抱えている特別支援学級担任（以下、特学担任）

の実情を明らかにし、有効性の高い体育授業モデルを

提示する必要性を示している。また、金山ら４）は体育

の学習における発達障害をもつ児童への指導では、技

能の個人差が大きいことや球技等の集団で行う体育授

業に困難さがあることを指摘している。 

本校においては、通常学級の体育授業カリキュラム

については、筆者の先行研究５・６）から作成してきたが、

特別支援学級（知的・自閉/情緒）については、開発し

ていなかった。その中で、特学担任から「個々の技能

差がありすぎて共通課題に取り組めない」「教科書が

なく、指導法が分からない」といった声が挙がってい

た。また、他校の特学担任からも、「集団行動が難し

い」「集中力が続かない」「基礎感覚が育っていない」

「運動ができず、自己肯定感が低い」といった児童の

実態が明らかとなった。そして、支援員からは、日頃

の児童の様子から「運動に自信がない」「できないと

あきらめる」「友達と関わることができない」といっ

た運動有能感の低下も問題として挙がった。 

以上のことから、本研究では、筆者の６年間の先行

研究を生かし、特別支援学級における体育授業カリキ

ュラムを開発することで、児童の運動有能感を高め、

技能の習得を図ることが極めて重要であると考え、実

践的研究を行った。なお、特別支援学級の体育授業カ

リキュラムにおける研究は見当たらない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の仮説 

特別支援学級における体育授業カリキュラムを開発

し、実践を積み重ねることで、児童の運動有能感を高

め、技能の習得を保障することができるだろう。 

 

Ⅲ 研究の方法 

(1）対象および期間 

埼玉県坂戸市内小学校第１学年から第６学年の特別

支援学級児童９名（知的５名・自/情４名）を対象に、

令和元年4月から令和２年３月上旬までの体育科にお

ける基礎感覚を育てる運動と身体操作能力を高める運

動（器械運動・体つくり運動）をデータの対象とした。

また、本校の特学担任２名と体育を担当した支援員２

名をデータの対象とした。 

 

（2）データについて 

①技能の成果について 

単元前後における技能の変容(基礎感覚を育てる 

運動・身体操作能力を高める運動)を検証した。 

 

②運動有能感について 

 高橋ら７）が開発した運動有能感調査（下位尺度：身

体的有能さの認知・統制感・受容感）と児童の行動観

察から検証した。 

 

③体育授業カリキュラムの有効性について 

体育科の有識者 3名（大学教授2名･国立大学附属 

小学校教諭1名）の意見と支援員と特学担任における

アンケート調査（「体育授業モデルの活用状況」「自由

記述」）を KJ法８)で分類し、体育授業カリキュラムの

有効性を検討した。また、児童の体育授業における感

想から有効性を検討した。 

 

Ⅳ 体育授業カリキュラムの開発 

体育授業カリキュラムの開発は、特別支援学級にお

ける教育課程編成の基本９）を基に「教育支援プラン A

と実践に基づく児童理解」「重点教材の精選」「１単元

２か月スパンの年間指導計画の作成」「重点教材の年間

指導計画への配置の工夫」「特別支援学級版体育授業モ

デルの作成」「体育版個別の指導計画の作成」「評価・

改善・引継ぎ」の７段階で開発した。 

児童の運動有能感を高め 技能成果を保障する 

特別支援学級における体育授業カリキュラムの開発 

坂戸市立南小学校 教頭 萩原 雄麿 



１ 教育支援プランAと授業実践をもとにした児童理解 

 特別支援学級の児童（以下、特学児童）は、様々な 

特性をもっているため、一人一人の児童を理解するこ 

とは、授業づくりをする上で、重要である。そこで、 

特学担任と連携を図り、４月当初に「教育支援プラン 

A(個別の教育支援計画)」(以下、プランA）から社会 

性や態度・意欲面等、個々の特性理解に努めた。そし 

て、４月の授業実践(１週目)では、実際の児童の様子 

から技能や友達との関わり方、運動への取組方、思考 

面等、体育科の学習内容の実態把握を図った(表1)。 
表１ 児童の実態 

学年 性別 学級 児童の実態 

１ 男 知 
・巧緻性が課題であるが、大体の運動はできる 
・ポイントを考えることができる 
・個別に声かけをすると運動に取り組むことができる 

２ 男 知 
・運動経験を増やすことで基礎感覚を育てることができる 
・考えての運動が課題だが、個別指導により理解できる 
・個別指導するとあきらめずに運動に取り組める 

２ 男 知 
・様 な々運動に取り組ませることで基礎感覚が身に付く 
・個別の声掛けにより、ポイントを理解できる 
・他の刺激を取り除くことで、集中が持続する 

２ 女 情 
・技能の積み重ねにより、様々 な運動ができるようになる 
・個別指導をすることで、考えながら運動できる 
・自信をもたせることで、運動に意欲的に取り組む 

３ 男 情 
・基礎感覚が身に付いており、技能が高い 
・練習方法を工夫して活動できる 
・痛みや失敗経験を取り除くことで意欲的に活動できる 

４ 男 知 
・基礎感覚はやや高く、技能も身に付いている 
・自分で運動のポイント考えて活動できる 
・初めての運動にも自信をもたせることで、取り組む 

５ 男 情 
・基礎感覚を育てることで技能を身に付けることができる 
・自分で練習方法を考えて、取り組む 
・苦手な運動は、ステップを踏むことで取り組める 

５ 男 知 
・多様な運動を経験させることで、基礎感覚が身に付く 
・教師と一緒に考えながら、活動できる。 
・苦手な運動への取組方は課題だが、運動好きである 

６ 女 情 
・巧緻性は高い 
・考えたり、工夫したりしながら活動できる 
・運動が好きで、下級生に優しく教えることができる 

 以上の実態から、全体を通して、基礎感覚が育って 

おらず、技能が身に付いていないことが明らかとなっ

た。また、考えたり工夫したりしながら運動すること

が苦手で、心理的な問題から集中して取り組めない児

童が多くいることがわかった。 

 

２ 重点教材の精選 

特学児童の運動有能感を育て、学習成果を保障する

には教材の意図的な選択が重要である。児童の「技能

の積み上げがない」「運動経験不足」「球技等の集団

学習は困難」という実態や「前年度までの学習内容」

を考慮し、重点教材の選択の視点は以下とした。 

  

 

 

 

まず、基礎感覚は、「逆さ感覚」「腕支持感覚」「

踏み切り感覚」「手足の協応動作」「体の投げ出し感

覚」「体の締め感覚」等、様々な運動を習得する上で

極めて重要な基礎となる運動感覚である。そこで、こ

れまでに基礎感覚を育てる運動として成果10）が実証さ

れている「動物歩きの運動」「遊具を使った運動」を

重点教材化した（図１）。これらの運動を通して、器

械運動や体つくり運動等、多くの運動領域につながる

様々な基礎感覚を育てることを意図した。 

また、身体操作能力は、自分の体をコントロールす

る力であり、特学児童に必ず身に付けさせたい力であ

る。そこで、本研究では、身体操作能力の向上を意図

できる運動が多く含まれている器械運動領域と体つく

り運動領域を重点に扱った。それぞれの領域の具体的

な運動は図２のとおりである。 

この図２に示した運動は「動物歩きの運動」や「遊

具を使った運動」で身に付けた基礎感覚を生かし、段

階を踏んだ個に応じた学習によって、技能向上を着実

に図ることができる運動である。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図１ 基礎感覚を育てる運動 
 

 

 

 

 
 

 
図２ 身体操作能力を高める運動 

 

３ １単元２か月スパンの年間指導計画の作成 

 体育授業においては、通常、１単元における取組期

間は、１か月程度である。それは、週２回の授業の場

合、授業回数は月８回程度となり、運動頻度を保障で

きることで、技能習得が図れるからである。 

本研究においては、特学児童の基礎感覚が十分に育

っておらず、運動経験が極端に少ないという実態から

さらに１か月間延ばし、１単元２か月スパンで取り組

めるように年間指導計画を作成した（表２）。２か月

という長期間にわたる取組により、週２回の授業であ

れば２か月間の授業回数は16回となり、通常学級での

体育よりもさらに多く運動の頻度を保障することで技

能向上を図ろうと考えた。 

なお、基礎感覚を育てる運動は、重要な運動感覚を

養う意図で、通年で取り組めるように位置付けた。 

１ 基礎感覚を育てる運動 

２ 身体操作能力を高める運動 

※小学校学習指導要領に準じた運動 

【器械運動領域】 

１ 鉄棒運動  →布団干し・前回り下り・逆上がり 

２ 跳び箱運動 →開脚跳び・台上前転 

３ マット運動 →前転・後転・側方倒立回転 

【体つくり運動領域】 

１ 短なわ・長なわ ２ ボール投げ/蹴り ３ 障害走 

【動物歩きの運動】※「→」は身に付く感覚・（ ）は領域 

１ ライオン  →逆さ感覚（器械運動） 

２ うさぎ   →体の投げ出し感覚（器械運動） 

３ ケンケン  →片足での踏み切り感覚（体つくり運動） 

４ カンガルー →両足での踏み切り感覚（器械運動） 

５ くも    →手足の協応動作（全領域） 

 
 
 
 

ライオン   うさぎ    ケンケン   カンガルー  くも 

【遊具を使った運動】※「→」は身に付く運動・（ ）は領域 

１ 肋木逆立ち →逆さ感覚・腕支持感覚（器械運動） 

２ 登り棒   →体の締め感覚（器械運動） 

３ タイヤ跳び →腕支持・体の投げ出し感覚（器械運動） 

 

 
 

 

肋木逆立ち       登り棒        タイヤ跳び 



表２ １単元２か月スパンの年間指導計画 
単元（校庭） ４月 ５月 

基礎感覚を育てる運動 登り棒・タイヤ跳び 

鉄棒運動 
布団干し・前回りおり 

補助逆上がり 

単元（体育館） ６月 ２月 

基礎感覚を育てる運動 動物歩きの運動・肋木逆立ち 

マット運動 前転・後転・側方倒立回転 

単元（体育館） ７月 １０月 

基礎感覚を育てる運動 動物歩きの運動・肋木逆立ち 

跳び箱運動 開脚跳び・台上前転 

単元（校庭） 11月 12月 

基礎感覚を育てる運動 登り棒・ボール蹴り・短なわ 

鉄棒運動 前回り下り・補助逆上がり 

体つくり運動 障害走 

単元（校庭） １月 ３月 

基礎感覚を育てる運動 登り棒 

体つくり運動 短なわ・長なわ・ボール投げ 

鉄棒運動 補助逆上がり・１人逆上がり 

 

４ 重点教材の年間指導計画への配置の工夫 

 重点教材を年間指導計画に位置付ける際は「どの運

動」を「どの時期」に配置するかを考慮した。 

 まず、「基礎感覚を育てる運動」は、様々な技能習

得のために重要な運動感覚であることから通年で配置

し、毎時間取り組めるようにした（表２）。 

次に、身体操作能力を高める運動は、４月当初は、

鉄棒運動を配置した。これは、技能ポイントが明確で

あり、段階を踏んだ学習で成功体験の積み重ねが可能

であるという理由からである。そして、特学担任の「

交流学級の授業に参加しても運動ができない。」とい

った声から、通常学級の体育で行う運動の年間指導計

画への配置を確認し、その２か月前に特別支援学級の

体育で取り組めるよう年間指導計画に位置付けた。 

運動を習得してから交流学級の体育に参加させるこ

とで、運動有能感や技能を高めることを意図した。 

 

５ 特別支援学級版体育授業モデルの作成 

先行研究5・6）で開発した通常学級における体育授業

モデルの内容を特学児童の実態に合うように改善し、

特別支援学級版体育授業モデル（以下、授業モデル）

を作成した。これは、文科省「学校体育実技指導資料

」11）や「埼玉県小学校教育課程指導資料」12）を参考に

し、構成内容は、特学担任及び体育授業の補助に入る

支援員の意見をもとに以下の８点とした（図３）。 

 

 

 

 

 

（１）特別支援学級版体育授業モデルの具体 

授業モデルは、A４判1枚とした（図４）｡特学担任か

ら要望が多かった「単元構成」「教材」「ステップ」

「指導ポイント」については特に留意し、一目で授業

の行い方が分かるように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）構成内容の詳細 

 授業モデルの構成内容の詳細は以下のとおりであ 

る。 

① １時間複数教材による単元構成 

本研究では、先行研究５・６）で成果が実証されている

「１時間を数単位時間とし、取り組む教材を数種類と

する単元構成」とした。従来の体育授業では１時間に

２教材(１教材２０分程度)を扱うことが多く、単元計

画が45分×5回であれば、10回（20分×10回）の授業計

画となる。これは、１教材あたりの時間が短時間にな

ることで児童は集中して取り組み、さらには、運動頻

度が保障され、技能向上を図ることができるよさがあ

る。この考え方をもとに、特学児童の「集中した取組

が苦手」という特性を考慮し、１時間に扱う教材を「

４～５教材(１教材あたり１０分程度)」とすることで

、１教材あたりの取組時間をさらに短くした。それに

よって、児童が飽きずに取り組み、技能向上を図るこ

とを意図した。表３は11・12月の単元構成である。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

②教材 

 特学児童には、何を取り組むのかを具体的に示すこ 

とが重要である。そこで、重点教材を中心に、単元を 

通して取り組む運動を絞り、指導内容を明確にするこ 

とで着実な学習内容の定着を意図した。具体的に扱っ 

た教材は、前述の図１・２のとおりである。 

表３ １時間複数教材による単元構成（例） 

時間 １        ～       16 

５分 登り棒（基礎感覚づくりの運動） 

10分 前回り下り・補助逆上がり（鉄棒運動） 

10分 短なわ跳び（体つくり運動） 

10分 ボール蹴り（体つくり運動） 

５分 障害走（体つくり運動） 

※授業のあいさつとまとめで５分使用 

図３ 体育授業モデルの構成内容 

１単元構成  ２教材  ３ステップ ４指導ポイント 

５教具・用具 ６写真  ７場    ８まとめ 

 

教
材 

図４ 特別支援学級版体育授業モデル（例） 
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② ステップ０ 

段階を踏んだ学習により児童が小さな成功体験を多 

く味わえるよう、スモールステップを示した。特に、

「跳び箱運動・マット運動（器械運動）」や「なわ跳

び（体つくり運動）」等、技能が身に付きづらい運動

については、通常学級の指導のステップよりもさらに

細かなスモールステップ（ステップ０）を設定し、技

能の着実な積み上げを図った（図５・６）。 

 

 

 
・最初はマットを重ねた上（ステップ０）で回転する。（恐怖心を除く） 

・マット５枚を重ねて回転出来たら１段（ステップ１）で回転する。 

※マット５枚重ねは跳び箱１段と同様の高さ 
図５ 跳び箱（台上前転）のステップ０ 

 

 

 
・ラインを前後左右にジャンプ（ステップ０）する。※左・中央写真 

・なわを片手（ステップ０）で回せるようにする。  ※右写真 

・跳躍となわの回旋を別々に練習しできるようになったら、跳躍となわ 

 の回旋を同時に、両足跳び（ステップ１）に取り組む。 

 

 

④指導のポイント 

 指導ポイントを明確にし、１教材２～４個のポイン 

トに絞ることで、教師は毎時間、具体的な指導をし、 

児童が運動のポイント等を理解できるようにした。 

 

⑤教具・用具 

痛みの軽減や技の習得補助となる教具・用具を示す

ことで、どの児童も集中して取り組めるようにした。 

 

⑥写真 

 授業の流れや場・補助の行い方等、写真を用いるこ

とで、教師が一目で理解できるようにした。 

 

⑦場 

 通常学級の児童よりも個に応じた多くの場が必要 

になるため、場の種類や個数を明確に示した。準備・

片付けが困難という実態から、自分たちで準備片付け

ができるようシンプルな場になるよう工夫した。 

 

⑧まとめ 

１時間の授業のまとめで、今日の学習活動に対す 

る振り返りを行った。特に、教師が具体的かつ、より

多くの称賛をすることで、児童の「運動ができる」「頑

張ればできるようになる」「認められている」といった

運動有能感を育てることを意図した。 

 

６ 体育版個別の指導計画の作成 

本研究では、埼玉県特別支援教育教育課程編成要領
４）を基にし、年度初めに全単元における「体育版個別

の指導計画（以下、体育個別計画）」をA４判１枚で作

成した(図７)。この体育個別計画とは、特別支援学級

で作成している教育支援プランB13）の考え方を取り入

れたものである。その内容は「体育科における指導方

針」「指導に結び付く実態」「領域-単元・教材-目標-手

立て-評価」「児童の変容」「来年度への指導方針」から

構成した。「指導に結び付く実態」は体育科の学習内容

「知識・技能」「思考/判断/表現」「学びに向かう力」

の３観点から整理し、１年間の指導計画を見通せるよ

うにした。そして、作成した体育個別計画を基に、個

々の１時間ごとの授業の「目標・手立て」を補助簿に

立案し、実践した。毎時間後、指導の効果を振り返り

児童の技能変容（写真１～４）を記録することで、次

の授業計画や指導法改善に役立てた。 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図７ 体育版個別の指導計画（例） 

 

７ 評価・改善・引継ぎ 

 単元終了後は、児童の技能の成果を体育個別計画の 

「評価」欄に記録した。そして、手立て等の指導法に 

ついて振り返りをし、改善・更新することで、次の指 

導計画作成につなげられるようにした。年度末には、 

「児童の変容」や「来年度への指導方針」をまとめ、 

体育個別計画を特学担任へ確実に引継ぐことで、６年 

間の系統を踏まえた指導ができるようにした。 

領
域 

単
元
・ 
教
材 来

年
度
の
指
導
方
針 

目
標 

方
針 

実
態 

手
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て 

評

価 

児
童
の
変
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図６ なわ跳びのステップ０ 

写真３ステップ０から１人跳び 写真４タイヤ跳びから跳び箱 

写真１補助から１人で布団干し 写真２補助から1人逆上がり 



表５ 単元前後における鉄棒運動の技能変容 
学年 児童 性別 学級 つばめ 布団干し 前回り下り 逆上がり 

    前 後 前 後 前 後 前 後 

１ A 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ ◯ ◎ 

２ B 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ ◯ ◯ 

２ C 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ ◯ ◯ 

２ D 女 情 ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ 

３ E 男 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◎ 

４ F 男 知 ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ 

５ G 男 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ 

５ H 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ ◯ ○ 

６ I 女 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ 

◎：１人でできる 〇：補助でできる △：できない  

Ⅴ 体育科における技能の成果と考察 

１ 基礎感覚を育てる運動について 

基礎感覚を育てる運動の技能変容は、表４のとおり

である。年度当初は、「動物歩き」はE・F・I児童以

外は、動きが硬かったが、３月上旬はほとんどの児童

が精緻な動き（腰の位置・足の着き方・手足の順序・

手足の協応性等）になった。H児童も、教師の支援で、

動物歩きができた。肋木逆立ちは、全員が腕で体を支

えることができ、片手の姿勢で体を支えることもでき

た。登り棒は、B・C・F児童は半分の高さで30秒以上、

G・H児童は数秒間つかまれるようになった。タイヤ跳

びは、ほとんどの児童が様々な高さをまたぎ越し、基

礎感覚づくりが図れた。 

基礎感覚を育てる運動を通年で毎時間取り組んだこ

とが効果的であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 身体操作能力を高める運動について 

（１）鉄棒運動 

  

 

２ 身体操作能力を高める運動について 

(1) 鉄棒運動 

単元前後の鉄棒運動の技能変容は、表５のとおりで

ある。つばめは、単元後は９名全員が１人でできた。  

また、布団干しの姿勢は、恐怖心からB・C・F児童

は全くできなかったが、最後は全員が布団干しで両手

を離すことができた。前回りも全員達成し、逆上がり

は 1人やベルトで回転したり、H児童の補助で回転し

たりする等、全員の鉄棒技能が高まった。   

これは、基礎感覚を育てる運動の「肋木逆立ち」や

「登り棒」で腕支持感覚や逆さ感覚、体幹の締め感覚

が育ったためだと考える。また、痛みの軽減や回転補

助のために、体育授業モデルに示した補助具の活用や

ポイント指導、ステップ０からの段階的な学習が効果

的であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 跳び箱運動 

 単元前後の跳び箱運動における技能変容は表６のと

おりである。単元前は、開脚跳びの達成率は 33.3％、

台上前転は 22.2％であった。単元後は、開脚跳びと台

上前転ともに 88.8％の児童が1人でできた。H児童も

教師の補助で達成でき、全ての児童の技能が高まった。

特に、A・D児童は、低い段から練習に取り組み、技能

が顕著に伸びた。基礎感覚を育てる運動の「動物歩き

（カンガルー・うさぎ・タイヤ跳び）」が、両足踏み

切り感覚と体の投げ出し感覚、手足の動かし方を身に

付けるのに有効であったと考える。また、体育授業モ

デルに示した指導のポイントを教師が指導し、個に応

じた場を用意して、ステップ０から取り組ませたこと

が有効であったと考える。 

 

（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) マット運動 

単元前後のマット運動の技能変容は、表７のとおり

である。単元前は、前転達成率 55.6％であるが、単元

後の達成率は、100％であった。また、様々な姿勢から

の前転も全員ができるようになった。後転と側転は、

単元前は全員できなかったが、単元後は、88.9％の児

童が１人で達成できた。特に、E・G児童は、腰の高い

側転ができるようになった。H児童は、後転に挑戦し、

教師の補助で回転できた。 

基礎感覚を育てる運動の「動物歩き（ライオン・ク

モ）」や「肋木逆立ち」で腕支持や逆さ感覚と手足の

協応動作が身に付き、技能向上を図れたと考える。ま

た、体育授業モデルのステップ０からの取組が有効で

あったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 年度当初と年度末の基礎感覚づくりの運動の技能変容 

学年 児童 性別 学級 
動物歩き 肋木 登り棒 

タイヤ
跳び 

初 末 初 末 初 末 初 末 

１ A 男 知 △ ◎ △ ◎ △ 半 △ ◎ 

２ B 男 知 △ ◎ △ ◎ △ 半 △ ◎ 

２ C 男 知 △ ◎ △ ◎ △ 半 △ ◎ 

２ D 女 情 △ ◯ △ ◎ ◯ ◎ △ ◎ 

３ E 男 情 ○ ◎ ○ ◎ ◯ ◎ 〇 ◎ 

４ F 男 知 ○ ◎ △ ◎ △ 半 △ ◎ 

５ G 男 情 △ ◎ △ ◎ △ ◯ ◯ ◎ 

５ H 男 知 △ ◯ △ ◯ △ ◯ △ ◯ 

６ I 女 情 ○ ◎ △ ◎ △ 半 ◯ ◎ 

◎：動きが精緻である・自分でできる。 
○：動きが柔らかい・補助  △：動きが硬い・できない  

 

表６ 単元前後における跳び箱運動の技能変容 

学年 児童 性別 学級 
開脚跳び 台上前転 

前 後 前 後 

１ A 男 知 △ ◎２段 △ ◎２段 

２ B 男 知 △ ◎３段 △ ◎２段 

２ C 男 知 △ ◎３段 △ ◎２段 

２ D 女 情 △ ◎２段 △ ◎１段 

３ E 男 情 ◎ ◎４段 〇 ◎４段 

４ F 男 知 △ ◎４段 △ ◎４段 

５ G 男 情 ◎ ◎４段 〇 ◎４段 

５ H 男 知 △ 〇３段 △ 〇４段 

６ I 女 情 ◎ ◎３段 △ ◎１段 

◎：１人でできる 〇：補助でできる △：できない  

表７ 単元前後のマット運動の技能変容 

学年 児童 性別 学級 
前転 後転 側転 

前 後 前 後 前 後 

１ A 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ 

２ B 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ 

２ C 男 知 △ ◎ △ ◎ △ ◎ 

２ D 女 情 △ ◎ △ ◎ △ ◎ 

３ E 男 情 ◯ ◎ △ ◎ △ ◎ 

４ F 男 知 ◯ ◎ △ ◎ △ ◎ 

５ G 男 情 ◯ ◎ △ ◎ △ ◎ 

５ H 男 知 △ ◎ △ ◯ △ △ 

６ I 女 情 ◯ ◎ △ ◎ △ ◎ 

◎：１人でできる 〇：補助でできる △：できない。 



表８ 単元前後の体つくり運動の技能変容 

学年 児童 性別 学級 
短なわ 長なわ 

ボール 
投・蹴 

障害走 

前 後 前 後 前 後 前 後 

１ A 男 知 △ ◎ △ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 

２ B 男 知 △ ◎ △ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 

２ C 男 知 △ ◎ △ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 

２ D 女 情 △ ◎ △ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 

３ E 男 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

４ F 男 知 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

５ G 男 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

５ H 男 知 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 

６ I 女 情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

◎：１人でできる 〇：補助でできる △：できない  

(4) 体つくり運動 

 単元前後の体つくり運動の技能変容は、表８のとお

りである。短なわでは、A・B・C・D児童は、全く跳べ

なかったが、「片手回し」「腿タッチ」「ラインジャ

ンプ」等の、体育授業モデルのステップ０からの取組

を通して、両足跳びが10回以上跳べた。また、E・F・

G・I児童は、あや跳びや交差跳び、二重跳び等の発展

技ができるようになった。H 児童は、なわをゆっくり

回すことによって、１人で跳べるようになった。  

長なわ跳びもスモールステップを踏んだ学習により、

ほとんどの児童が８の字跳びを１人で跳べ、H 児童も

友達にタイミングを教わって跳べるようになった。ボ

ール投げと障害走は、単元後は、正確な動きを身に付

けることができたが、ボール投げやボール蹴りは、教

師がポイントをしっかり指導したこと、障害走は、基

礎感覚を育てる運動（ケンケン）で、片足踏切の感覚

が育ったことで、技能向上が図れたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 運動有能感の成果について 

 運動有能感の変容は、表９のとおりで、単元前後で

有意差が見られた。また、下位尺度の「身体的有能さ

（技能への自信）」「統制感（練習すればできる自

信）」「受容感（みんなから受け入れられている自

信）」の全てにおいて、有意差があった。 

表９ 運動有能感の変容   

N=9 
年度当初 年度末 有意差

**P<.01 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差  

身体的有能さ 3.78 1.79 4.78 1.00 ** 

統制感 3.22 1.30 9.00 1.73 ** 

受容感 2.44 0.53 5.00 0.00 ** 

運動有能感 9.44 2.13 18.8 1.79 ** 

 また、表 10は、年度末における児童の行動の様子

についてまとめたものである。年度当初（表１）と比

べると、A児童は、集中して取り組めるようになり、

C児童はできなくて悔し涙を流す場面も見られた。ま

た、成功体験の積み重ねで、取組が変容した B・D・F

児童や痛みや不安の軽減で、意欲になった E・G児

童、そして、個別指導で伸びたH児童、下級生に教え

たI児童等、運動への取組が変容した。 

 

表 10 年度末における児童の行動の様子 
学年 児童 性別 学級 児童の行動の様子 

１ A 男 知 
遊ばないとできるようになることをリンクさせる
ことで、集中しあきらめずり取り組んだ。 

２ B 男 知 
多くの成功体験を通し、運動に意欲的に取り組み、
自己表現（「これ見て！」）するようになった。 

２ C 男 知 
できることで練習の行い方を工夫し、さらには、 
できないことへの悔しさを表すことがあった。 

２ D 女 情 
小さな成功体験から、運動への取り組み方が顕著に
変わった。交流学級での取組も自信をもった。 

３ E 男 情 
痛みを伴わない配慮をすることで、意欲的に取り組
むようになった。（縄跳びの時はズボン着用等） 

４ F 男 知 
不安を取り除き、小さな成功体験を積むことで、初
めての運動にも一生懸命取り組んだ。 

５ G 男 情 
少しの伸びを称賛することで、苦手な運動（逆上が
り）に夢中になって取り組むようになった。 

５ H 男 知 
個別の課題を用意することで、一生懸命取り組ん
だ。鉄棒の補助が上手で、関わり合っていた。 

６ I 女 情 
補助やアドバイス等、下級生の面倒をよく見ながら
運動に取り組んでいた。 

以上の運動有能感調査と児童の行動の様子から、児

童の運動有能感は確実に高まったと考える。 

 

Ⅶ 体育授業カリキュラムの有効性について 

 体育授業カリキュラムについての有識者３名の意見

は肯定的な意見が多かった（表11）。また、支援員

２名は、授業モデルを活用し、感想（表 12）では、

児童の「がんばりや努力」「運動への自信」等、児童

の運動有能感に関する内容や指導法の有効性について

の意見が出された。さらに、児童の感想（表 13）か

らは体育への「好意度の変容」や「喜び」「自信」

「関わり」についての記述が多かった。 

表 11 有識者の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の意見から、体育授業カリキュラムは運動有能

感を育て技能を高める上で有効であったと考える。 

 

表 12 支援員及び特学担任の指導 

分類 内容 

教材 １時間に４教材により、集中して取り組める。 

単元構成 １単元2か月スパンの取組で、技能が高まった。 

ステップ スモールステップにより児童の意欲が向上した。 

流れ 基礎感覚づくりを中心とした授業がとてもよい。 

協同 支援員と指導法を共有化したのがよい。 

指導法 目の前の子供に合わせて指導した端的な例である。 

 
表 12 支援員及び特学担任の感想 

分類 内容 

運 
動 
有 
能 
感 

・交流授業を先取りしていたので、交流体育に行く子供たちの気持ちや
やる気の変化を実感した。 

・褒めるととてもうれしそうな顔をしてくれる。 
・子供一人一人がとても意欲的ではりきって楽しみながらできることが
増え、自信をもっていく姿を見てうれしい。 

・子供たちみんなができることが増え、体育に自信をもった。 

指 
導 
法 

・基礎的な運動の種類や補助の行い方が参考になった。 
・児童の力を伸ばす指導法が載っている。 
・基礎的な運動がいろいろな種目につながることを知った。 
・飽きてしまう子への声掛けがよく分かった。 

 表 13 児童の感想 
児 童 性 別 学 級 感想の内容 

A 男 知 たくさん技ができてうれしい。家でも練習している。 

B 男 知 体育が大好き。なわとびをもっとたくさんやりたい。 

C 男 知 お兄ちゃんよりも上手になりたい。頑張ればできる。 

D 女 情 なわ跳びが上手になってうれしい。体育が楽しい。 

E 男 情 跳び箱は怖いけど、他は全部できるから教えたい。 

F 男 知 鉄棒ができるようになって自信がついた。 

G 男 情 前は、体育が嫌いだったけど、得意になった。 

H 男 知 体育が好き。ボール投げや蹴りをもっとやりたい。 

I 女 情 色々なことができてうれしい。下級生に教えたい。 

 



Ⅷ まとめ（全体的考察） 

本研究の目的は、特別支援学級における体育授業カ

リキュラムを開発し、児童の運動有能感を高め、技能

成果を保障することであった。 

 技能面は、全児童の技能成果を得ることができた。

この要因は、まず、重点教材を精選し、基礎感覚を育

てる運動と身体操作能力を高める運動を２か月スパン

の年間指導計画という長期の時間軸で捉え、頻度を保

障したことである。 

次に、授業モデルを作成し、１時間に複数教材の単

元構成としたことで、１教材短時間の取組となり、児

童が意欲的に集中して活動できたことである。 

運動有能感の高まりの要因は、まず特学担任と連携

し、プランAと実践の両面から児童理解に努めたこと

である。それにより、個々のきめ細かな体育個別計画

が可能となり、作成した授業モデルを教師が活用する

ことで児童が成功体験を積み重ねたことである。また、

授業のまとめで、教師が肯定的な評価をしたことで児

童一人一人が運動への自信や努力すればできるという

気持ちをもったことだと考える。そして、重点教材の

配置を工夫し、交流学級への体育参加前に技能を高め

たことで、仲間から認められたことである。こうした

運動有能感の高まりは、児童の体育への取組を変容さ

せ、児童の技能をさらに向上させたと考える。 

 以上のことから本研究で開発した特別支援学級の 

体育授業カリキュラムは、児童の運動有能感を高め、 

技能保障する上で極めて有効であったと結論付ける。 
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